
新しい光学システムの高設計性能を実現するためには、対応する製造技術の開発が待たれておりました。一つ

の問題は蛍石が他の光学オ:琳斗に比べ非常に高ぃ熱膨張係数を持ち、天文光学系の構成の中で温度抵抗が高いと

いう点でした。この問題は新しい接合技術により解決されましたが、同時に非常に反射の少ない対物レンズを

生み出しました。新光学設計における他の大きな優位性は、蛍石レンズがフロン |ヽ およびリアレンズによって

大気の影響から守られているという点にあります。

このようにしてAPQ文 lヽキ勿レンズは、従来の他のシステムでは達成する事が出来なかった根本的に改良された

諸特レ 備えることが可能となりました。

● 全ての有効波長範囲における卓越した球面収差と色収差に対する補正状態 .

● 口財見と写真撮影における像面が一致しているため、フオ~カシングと写真撮影におけるフイルターヽによる光

量ロスの問題を排除。

● 高い透1囲寺性を備えた対物レンズ。

● ほぼ全ての波長範囲において高いろ量特性を持った光学材料を用ぃてぃるため色純度がょく、明るくコント

ラストの良い像が得られる。

● 口径比 ]:6までの最適なシステムは高い集光力を備え、鏡筒長は比較的短く持ち運びに便利 .

APQ対物レンズの分角鞠旨は理論値に達しております。諸収差の際だった補正状態によリコントラストの良い

像が得られるため、天体観測においては役敗少な色の差を持った細部のデイテ~ルまで識別が可能です。このよ

うにAPQ枚‖勿レンズを用ぃた望遠鏡は通常の屈折式望遠鏡の長所に反射式望遠鏡の長所を融合させたものと

言えるでしよう。
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